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2S-1 （P） 幼稚園のお弁当場面の特徴－ある子どもの事例から

　○倉持清美　柴坂寿子

　(お茶の水女子大)

〔(社)日本家政学会

目的　お弁当場面で特にふざけ行動がみられる子どもがいた。その子どもの幼稚園生活

全般を通じての人間関係、活動の様子から、その子にとって、お弁当の時間がどのよう

な時間になっているのかを検討する。

方法　入園から卒園までの２年間にわたって、ビデオとフィ丿ドノ緋を使って縦断的な観察

を行った。その資料の中から、子どもたちの人間関係についての量的資料、お弁当時の

会話資料、担任保育者との月ごとの話し合い資料、子どもへのインタビュー資料等を用

いた。これらの資料から、対象となった子どもの幼稚園生活の様子を浮き彫りにし、そ

の中でお弁当時間の特徴を考察した。

考察　お弁当の時間は、幼稚園の生活のなかで、ある一定の時間、同じメンバーで会話

を楽しむ時間になっていると考えられる。そのため、お弁当の時間は、親密な関係を作

る機会を子どもたちに提供しているとも捉えなれる。そのような特徴を持つお弁当の時

間に、対象となった子どもは、よくふざける行動をとっていた。特にある子どもの隣、

あるいは同じグループになったときに、そのような行動が顕著になった。その子どもと

は、幼稚園生活を通じて、親しい時期、関係が不安定な時期などいろいろな様相があっ

た。その時期に対応した、対象児のお弁当の時間の行動の特徴があると考えられる。そ

の点について考察した。
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する比較研究

　目的　わが国の食料消費は、「日本型食生活」または「新日本型食生活」と呼ぱれ、独

自性の強い消費パターンを形成しているが、東アジア地域との共通性も高い。なかでも、

韓国とは最も類似している。これは、ともに稲作農業を基本とし、食文化の共通点も多い
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ことや、高度経済成長により食生活の近代化が進展したなどによるものと考えられる
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こで、本研究の目的を、統計資料にみられる日韓の食料消費行動を比較することにより
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食料消費行動における東アジアの地域性と両国固有の特徴
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艮wr月賀付則に匹ブる東アジアの地域性と両国固有の特徴に分離することとする。

　方法　日韓の「食料需給表」「家計調査年報」を用いて、食料消費と栄養消費の比較を行う。日韓の高度経済成長期から現在までの栄養消費と食料費支出の変遷を示す。内容は、

３大栄養素（熱量・たんぱく質・脂質）の推移、栄養消費と国民所得の関係、栄養単価当
たりの支出金額の推移、食料費と食料構成比の推移などである。また、計量的に日韓の食

料消費行動の違いとその経年的変化を示すために、パラメータを時間の関数と仮定した
M. Nerlove型モデルを応用した動学分析を行う。

　結果　経済の発展とともに、日韓の食料消費は、穀食型から肉食型へ、また、食生活の質的変化が顕著になるなど同じ方向で変化してきた。しかし、最近まで「漢江の奇跡」と
呼ばれるほど急速な経済成長をしてきた韓国では、食料消費も欧米型に向かって急速に変
化し続けている。それに対し、日本は欧米型に近づきつつも変化せずに穀食型（東アジア
型）の特徴を多く残して、安定した状態になった。これにより、日本の食料消費パターン

が韓国と異なる特徴を示すものと考えられた。
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